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映画映画映画映画をををを楽楽楽楽しむにはしむにはしむにはしむには目目目目とととと耳耳耳耳をををを使使使使うのがうのがうのがうのが普通普通普通普通だがだがだがだが、、、、ベルリンベルリンベルリンベルリン国際映画祭金熊賞国際映画祭金熊賞国際映画祭金熊賞国際映画祭金熊賞のののの

本作本作本作本作はあえてはあえてはあえてはあえて目目目目のみでのみでのみでのみで！！！！本作本作本作本作はははは映画映画映画映画？？？？それともそれともそれともそれとも絵画絵画絵画絵画？？？？    

『『『『卵卵卵卵』『』『』『』『ミルクミルクミルクミルク』』』』にににに続続続続くくくく「「「「ユスフユスフユスフユスフ３３３３部作部作部作部作」」」」のののの３３３３作目作目作目作目であるであるであるである本作本作本作本作のののの主人公主人公主人公主人公はははは、、、、

少年少年少年少年ユスフユスフユスフユスフ。。。。彼彼彼彼はなぜはなぜはなぜはなぜ吃音吃音吃音吃音にににに？？？？またまたまたまた、、、、なぜなぜなぜなぜ蜂蜂蜂蜂たちはあるたちはあるたちはあるたちはある日忽然日忽然日忽然日忽然とととと森森森森のののの中中中中からからからから姿姿姿姿

をををを消消消消したのしたのしたのしたの？？？？たしかにたしかにたしかにたしかに本作本作本作本作はははは神秘的神秘的神秘的神秘的、、、、幻想的幻想的幻想的幻想的そしてそしてそしてそして美美美美しいしいしいしい。。。。しかししかししかししかし音響音響音響音響がないがないがないがない

とととと、、、、ついついついつい瞼瞼瞼瞼がががが下下下下にににに落落落落ちてきて・・・ちてきて・・・ちてきて・・・ちてきて・・・。。。。    

────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    

■■■■□□□□■■■■映画賞映画賞映画賞映画賞をををを総総総総ナメナメナメナメ！！！！こりゃこりゃこりゃこりゃ必見必見必見必見！！！！■■■■□□□□■■■■ 

 ２０１０年の第６０回ベルリン国際映画祭で、寺島しのぶが主演女優賞を受賞した若松

孝二監督の問題提起作『キャタピラー』（１０年）（『シネマルーム２５』２１５頁参照）や、

後にヨーロッパ映画賞を総なめにしたロマン・ポランスキー監督の『ゴーストライター』（１

０年）を退けて金熊賞を受賞した作品、と聞けばこりゃ必見！しかし、私はトルコ共和国

出身のセミフ・カプランオール監督の名前も知らなければ、本作がセミフ監督の「ユスフ

３部作」の完結編だということも全く知らなかった。 

 ユスフとは、本作が映画初出演となった少年ボラ・アルタシュが演じた本作の主人公で

ある６歳の男の子の名前だが、第１部『卵』は彼の壮年期を、第２部『ミルク』は彼の青

年期を描いているらしい。よほど世界の映画に通じていればそんな事情も知っているだろ

うが、いくら映画評論家といっても弁護士業との２足のわらじを履く私は、とてもそこま

での情報と知識は持ち合わせていない。ただ、そんなすごい映画らしいから「こりゃ必見！」

と思って試写室に赴いたが・・・。 
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★★★★★★★★★★★★★★★★    

 

監督・脚本：セミフ・カプランオー

ル 

出演：ボラ・アルタシュ／エルダ

ル・ベシクチオール／トゥリ

ン・オゼン 
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■■■■□□□□■■■■「「「「静静静静かさかさかさかさ」」」」がががが特徴特徴特徴特徴だが・・・だが・・・だが・・・だが・・・■■■■□□□□■■■■ 

 近時の画一的な映像、説明過多気味な邦画、そしてけたたましい音量とスピード過剰気

味のハリウッド映画にはいささかうんざりしている私は、どちらかといえば個性的かつ問

題提起的映画が大好き。そんな嗜好性から言えば本作はピッタリだが、同時に私は静かす

ぎる映画はダメ。なぜなら、はっきり言って日常業務の疲れがあるため、暗い試写室の中

で音響がほとんどない静かな映画を観ていると、つい居眠りをしてしまうため。 

 説明過多な映画よりは監督がつくり出すシーンからそれぞれ観客に考えさせる映画の方

がベターなことは明らかだが、本作の舞台は、神秘に満ちた手つかずの森。６歳の少年ユ

スフの父親である養蜜家のヤクプ（エルダル・ベシクチオール）は、縄１本で森の中にあ

る高い木に登り、そこにセットした手作りの蜂の巣箱で養蜂を行い生計をたてていた。ま

た母親のゼーラ（トゥリン・オゼン）はそんな夫ヤクプと息子のユスフをしっかり見守る

気丈な女性。したがって、本作全編を貫くテーマはそんな自然と森であり、それに調和し

ながら幸せに生きているユスフたちの家族だが、さて人間の営みと自然との調和は？ハリ

ウッド映画特有の激しい効果音はもちろん、登場人物の会話もほとんど無い中で、父親と

息子そして母親の営みが静かにかつ美しく描かれていくが、そんな中、私のまぶたは自然

に・・・。 
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■■■■□□□□■■■■ユスフはなぜユスフはなぜユスフはなぜユスフはなぜ吃音吃音吃音吃音にににに■■■■□□□□■■■■ 

 本作は説明が全くない映画だから、小学校に入ったばかりの少年ユスフがなぜ吃音にな

ったのかは不明。吃音のため、上手に音読できたら先生からもらえる「よくできましたバ

ッジ」をクラスで１人だけもらえないことにユスフが焦ったのは当然だが、そんな姿を見

ていると、「競争が不可欠」という私の持論も少し説得力を失ってくる。 

 それはともかく、そんなユスフでも、森の中で養蜜家として働いている父親と夢の中で

みたお話をしていると、なぜか言葉はスムーズに。これはきっと、高い木の上に登って仕

事をしている父親をユスフが神様みたいに尊敬しているから。つまりユスフは父親に対し

てはすべてを許し、何も身構えることなく話せるため・・・？ 

■■■■□□□□■■■■なぜなぜなぜなぜ、、、、こつこつこつこつ然然然然とととと蜂蜂蜂蜂たちがたちがたちがたちが？？？？■■■■□□□□■■■■ 

 黒蜂蜜をつくり出すために、なぜ高い木の上に登らなければならないのか私にはよくわ

からないが、本作に観るヤクプが黒蜂蜜をつくり出す姿は実に神秘的。ところが、なぜか

ある日森の中から蜂たちがこつ然と姿を消してしまったから大変。ヤクプは蜂を探すため

より深い森の中に入っていく決心をしたが、ヤクプが１人森の中へ旅立った日にユスフの

口から完全に言葉が失われてしまうことに。ことほど左様にユスフの吃音が父親の行動と

密接に関連しているのは、この父と子が心の深いところで結びついていたためだろう。 

 ところが、ヤクプは森の中に入ったまま、なかなか帰ってこない。母親はヤクプを心配

し、ユスフの心も晴れなかったが、そんなイライラ状態の中、ついにある報告が・・・。 

■■■■□□□□■■■■少年少年少年少年はははは１１１１人人人人、、、、美美美美しいしいしいしい森森森森のののの中中中中へへへへ■■■■□□□□■■■■ 

 本作は『卵』『ミルク』に続く「ユスフ３部作」の３作目だが、本作を観ていると、ユス

フはミルクが大嫌いだということがよくわかる。自然の中に住んでいてなぜミルクが嫌い

なのかはよく理解できないが、ラスト近くになって見せるユスフがミルクを飲む姿は、あ

る意味感動的。だって、それは夫を失ったかもしれないと悩み苦しんでいる母親を力づけ

るために、ユスフができるもっとも身近かつ効果的な行動だったはずだから。しかし、そ

んな勇気を振り絞ったユスフの行動にもかかわらず・・・。 

 しかして本作のラストは、ユスフが１人幻想的な森の中へ入っていくシーン。もちろん、

そこにはセリフは一言もない。スクリーンいっぱいに広がるのは、深い森の中の風景のみ

だ。さあ、そんなラストの美しい絵画的な展開を、あなたはいかに鑑賞？ 

                       ２０１１（平成２３）年５月１６日記 


